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１．授業の概要 

(1)対象授業の科目区分など  

【対象授業の科目区分】  

教科及び教科の指導法に関する科目（小学

校）  

【科目名】初等家庭科教育法  

【登録学生数】81 名 

 

(2)目的，到達目標，関連する DP 

【目的】  

児童の実態や児童を取り巻く生活環境の

諸課題と家庭科教育の関係性を踏まえ，現代

の小学校家庭科教育の意義や課題，教育内容，

指導方法等を理解し，小学校家庭科における

授業実践に必要な基礎的な知識と教育実践力

を身につける。  

【授業の到達目標】  

1)家庭科教育の意義を説明できる。  

2)家庭科教育の動向と課題を説明できる。  

3)小学校家庭科教育の目標と内容を説明できる。 

4)小学校家庭科の教材研究ができる。  

5)小学校家庭科の学習指導案が作成できる。  

【ディプロマ・ポリシー】  

①知識・理解：教育と教職に関する確かな知

識と，得意とする分野の専門的知識を修得

している。  

②思考・判断・表現：教育現場で生じている

さまざまな現代的諸課題について，専門的

な知見をもとに，その対応方策を理論に基

づいて総合的に考え，その過程や結果を適

切に表現することができる。  

 

２．授業研究・授業評価 

 教育現場のニーズに対応して授業支援ツー

ル「ロイロノート・スクール（以下，ロイロ

とする）」を，第 1 回から第 8 の講義，第 12

回から第 14 回の模擬授業，および時間外学

習において使用した。  

その一部を以下にまとめる。  

 

 

第 1 回  

①意思表示のためにテキストカードを使用  

 

 

②「家庭科に関するレディネスチェック」で

アンケート機能を使用  

 

 

第２回  

①「家庭科のなぜ学ぶのか」について，学生

がカードに意見を記入・提出後，共有・比

較機能を使用  

 

 

②「家庭科の経験」について，学生がカード

に記入・提出後，共有・比較機能を使用  



 

 

第４回  

「学習指導要領」について学習後，理解度確

認のためにテスト機能を使用  

 

 

第５回  

教員採用試験を意識し，学習指導要領に関す

る筆記試験問題を学生が作成し，出題→相互

に解答（テスト機能を使用）  

 

 

第６回  

①調理方法の分類にテキストカード（写真カ

ード）を活用  

 

 

②時間外学習  

 

 

第 7 回  

時間外学習  

 

 

第８回  

シンキングツールを用いた家庭科授業を体験 

 

 

 

 

 

 

 

第 12 回から第 14 回 模擬授業での実践  

受講生を 15 グループに分け，各回 5 グル

ープが 45 分の模擬授業と研究協議を行った。

模擬授業では必ずロイロを用いることを条件

とした。講義で学んだことを活かし，カード

の提出・共有，シンキングツール，テスト機

能，Web カードの活用，写真カードの分類な

ど様々な工夫がみられた。  

 

最終回の振り返りをみると，ロイロの活用

と模擬授業の実践・研究協議は高評価であっ

たことから，次年度も継続したい。  


